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日本入学習者における英語の関係代名詞の格と

　　　　関係詞節構造の意味構築パターン

大　津　隆　広

睾。序

　大津（2000）では、日本人学習者が英語の関係詞節構造を理解する際に用いる意味構築

のパターンを調べ、話された場合の非制限的用法の関係詞節構造のみ、特定の意味構築パ

ターンが共有されていないことを指摘した。本稿の主要な目的は、話された英語の場合の

そうした意味構築の不確定さが関係代名詞の格の違いにおいて一様なものであるのかを詳

細に調べることにある。第2章では、書かれた英語と話された英語における関係詞節構造

の意味構築パターンを関係代名詞の3つの格（主格・所有格・目的格）において個別に調

べる。第3章では、関係代名詞の格の違いにより日本人学習者の意味構築パターンの定着

度に違いがある理由を考察する。

2。関係代名詞の格の違いによる関係詞節構造の理解

2。1。書かれた英語における意味構築パターン

　（の　國的

　本実験の目的は、書かれた英語における関係代名詞の格と関係詞節構造の意味構築パタ

ーンの関係を調べ、その定着の度合いを探ることにある。

　（2）被験者

　九州大学一年次の日本人学生48名を対象とした。彼らにおいて、関係詞節の構造と意味

がすでに理解されていることを確認した。

　（3）資料

　次のように、関係詞節の用法、位置、関係代名詞の格の点で異なる12タイプからなる36

の例文を使用した。（その他の例文についてはAppendixの実験資料1を参照。）

　　（1）　a。Half　of　the　people　who　were　invited　to　the　party　didゴt　turn　up．

　　　　b。The　book　whose登ame　rve　forgotten　was　borrowed　by　Mary．

　　　　c。Al夏the　paintings　that　he　collected　are　now　on　saie．

　　　　d。What’s　the　name　of　the　tall　man　who　just　came　inP

　　　　e。Chicago　is　a　city　wh．ose　attractions　are　many．

　　　　f。Yesterday　I　came　across　an　old　friend　whom　I　had　not　see簸for　years．

　　　　9。Ms。　Rogers，　who　is　joini貧g　the　firm　next　week，　is　calling　us．

　　　　h。Mrs．　Taylor，　whose　children　we　used之。　play　with，　passed　away．

　　　　i．Except　for　his　uncle，　whom　he　lived　with　for　ten　years，　he　had　no　intimate
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2 醤語文化論究12

　　　　　friends．

　　　j。In　1908　Ford　deveioped　his　Model　T　car，　which　sold　for＄500．

　　　k。Isaw　a　house　among　the　trees，　whose　roof　shone　in　the　sun．

　　　1。Ipoured　him　a　glass　of　wine，　which　he　drank　at　once．

（4）方法

被験者にランダムに並べられた36の英文からなる資料を配布し、45分間でその意味を日

本語で書き取らせた。実験を行う前に、英単語の意味にあまり神経質にならないこと、必

要以上に時間をかけないことを被験者に伝えた。

　（5）結果

　表1は12タイプの関係詞節構造別に被験：者全体のデータを合計して、2つの意味構築パ

ターン（「先行詞⇒関係詞節」と「関係詞節⇒先行詞」）の割合を表したものである。

表箋　書かれた英語における関係代名詞の格と意味構築パターン1

関係詞節

ﾌ用法

関係詞節

ﾌ位置

関係代名

撃ﾌ格
　　　　　　　　意味構築のパターン

謐s詞⇒関係詞節　関係詞節⇒先行詞　　その他

主　　格 0％　　　　　　　　　　　　　97．5％　　　　　　　　　　　2。5％

文　中 所有格 4．6％　　　　　　　　　　　　　　　92．8％　　　　　　　　　　　　2．6％

目的格 0％　　　　　　　　　　　　　99．6％　　　　　　　　　　　0．4％制限的
p　　法 主　　格 2．0％　　　　　　　　　　　　　94．7％　　　　　　　　　　　3．3％

文　末 所有格 3コ．％　　　　　　　　　　　　　96．2％　　　　　　　　　　　0．7％

目的格 0％　　　　　　　　　　　　　　　94．1％　　　　　　　　　　　　5．9％

主　　格 51．：L％　　　　　　　　　　　　　壌3．1％　　　　　　　　　　　5．8％

文　中 所有格 49．6％　　　　　　　　　　　　　41．6％　　　　　　　　　　　8．8％

目的格 37．8％　　　　　　　　　　　　　37．8％　　　　　　　　　　24．4％非制限的

p　　法 主　　格 85．6％　　　　　　　　　　　　　］．4．4％　　　　　　　　　　　　　0％

文　末 所有格 80．7％　　　　　　　　　　　　　　　！7。6％　　　　　　　　　　　　！．7％

目的格 70．1％　　　　　　　　　　　　　　26．6％　　　　　　　　　　　　3．3％

　制限的用法の場合、関係詞節の位置、関係代名詞の格の種類に関わらず、「関係詞節⇒先

行詞」の意味構築パターンが優勢である。さらに、t検定により2つのパターンの差が有意

であることが証明された（文中の関係詞節において、それぞれ関係代名詞が主格、所有格、

目的格の順に、渉篇39．27，0ゲ＝47，ヵ〈0．01、オ篇！8．43，θゲ＝47，ヵ＜0．01、’＝40．44，げ算47，

〆0．．01、文末の関係詞節の場合にはそれぞれ、≠＝19。22，φ一47，〆0。01、オー25．87，‘ガー

47，／）〈0．01、　’＝8．94，6ガ甥47，／）＜0．01）。

　一方、非制限的用法では、文末に置かれた関係詞節の場合には明らかに「先行詞⇒関係

詞節」の意味構築パターンが優勢であるが、文中の場合には必ずしもそうであるとは思わ

れない。t検定により、2つのパターンの差を観察すると、やはり文末の場合には差が有意

であることが観察された（’瓢9．87，の＝47，〆0．01、♂＝6．67，‘ガ＝47，ヵ＜0．01、’＝4．34，（ガ

1　このデータは、大津（2000）の実験1の資料の一部を変えて新たに行った実験から得たものである。

意味構築パターンの「その他」とは英文の意味が理解できなかったり、意味構築のパターンがどちらにも

判断できなかったものを表している。
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田本人学習者における英語の関係代名詞の格と関係詞節構造の意味構築パターン 3

＝47，〆0．01）。しかし、文中では凡どの格をもつ関係代名詞においても関係詞節構造の意

味構築パターンには有意な差は観察されないα一〇．12，げ一47，ヵ＞0．05、≠罵0．40，み一47，

！）＞0．05、　’薫0．47，0ゲ罵二47，／）＞0．05）02

2。2。話された英語における意味構築パターン

　（わ　昌的

　本実験の目的は、話された英語における関係代名詞の格と関係詞節構造の意味構築パタ

ーンの関係を調べ、その定着の度合いを探ることにある。

　②　被験者

　九州大学一年次の日本人学生39名を対象に行った。彼らの英語の聴解力について、中学

校、高等学校および大学での教育以外には特別な訓練：を受けてはいないことを確認した。

　（3）資料

　イギリス人の英語母国語話者によりナチュラルスピードよりもやや遅めに録音された次

のような英文58例を使用した。3これらは、2。1。の実験同様、関係詞節の用法、位置、関

係代名詞の格の点から12タイプに分けることができる。例文には比較的平易な英単語を用

い、文の長さがほぼ均等になるように努めた。（その他の例文についてはAppendixの実験

資料2を参照。）

　　（2＞　a。The　street　which　leads　to　the　school　is　very薮arrow．

　　　　b。Awoman　whose　husband　is　dead　is　called　a　widow．

　　　　c。The　glass　that　you　are　drinking　out　of　hasゴt　been　washed．

　　　　d。The　man　had　a　dog　which　barked　loudly　at　everybody．

　　　　e。Have　you　ever　seen　an　anirnal　whose　fur　changes　colorP

　　　　　f。Golf　and　tennis　are　sports　you　can　enjoy　u簸t韮you　are　old．

　　　　9。My　brother，　who　has　lived　in　America　for　30　years，　can　still　speak　French．

　　　　h。My　son，　whose　major　was　mathematics，　is　a　high－school　teacher．

　　　　　i。My　pen　pa1，　whom　I　have　been　writing　to　for　two　years，　is　coming　to

　　　　　　Japa簸next　month．

　　　　j。Yesterday　I　met　your　brothα，　who宅01d　me　your　mother　was　ill．

　　　　k。Yesterday　I　attended　the　meeting，　whose　members　were　limited　to　men．

　　　　　1。Did　you　read　Mary’s　report，　which　Ueft　on　yo∬deskP

また、被験者に配付した資料には、58例を通して先行詞にあたる語彙と関係詞節内で用い

られる語彙（例えば、（2）aの場合にはstreetとschool）がランダムに並べられている。

　㈲　方法

　LL教室にて、ヘッドセットを通して英文を二度聞いた後、配布した資料の中の語彙を使

2　大津（2000）のデータでは、文中に用いられた非制限的用法の関係詞節構造の場合、「先行詞⇒関係詞

節」の意味構築パターンが優勢で、かつ2つのパターンには有意な差が観察された。本実験でのデータの

数がその2倍であることを考えると、本実験での結果の信愚性が高いと言えそうである。また、他の構造

においては大津（2000）と本実験での結果には相違がないことから考えると、文中の非制限的関係詞節構

造の意味構築パターンには学習者個人によるぽらっきがあると見える。

3　実験で使用する例文を録音していただいた九州大学大学院言語文化研究院外国人教師Alastair

Home氏に感謝します。
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4 言語文化論究12

って意味を構築する際に最初に使用した方を15秒以内でマークし、英文の意味そのものが

理解できなかった場合には、それを示すためのマークをするよう被験者に指示した。この

方法により、英文を聞いた際に、先行詞と関係詞節をどのような順序で理解しようとした

かが調査できると推察される。

　（5）結果

　表2は12タイプの関係詞節構造別に被験者全体のデータを合計して、2つの意味構築パ

ターンの割合を表したものである。

表2　話された英語における関係代名詞の格と意味構築パターン4

関係詞節

ﾌ用法

関係詞節

ﾌ位置

関係代名

撃ﾌ格
　　　　　　　　意味構築のパターン

謐s詞⇒関係詞節　関係詞節⇒先行詞　　その他

主　　格 13．8％　　　　　　　　　　　　　80，5％　　　　　　　　　　　5．7％

文　中 所有格 23．1％　　　　　　　　　　　　　　67．7％　　　　　　　　　　　　9．2％

目的格 10．8％　　　　　　　　　　　　　86．2％　　　　　　　　　　　3．0％制限的
p　　法 主　　格 32．8％　　　　　　　　　　　　　　62．6％　　　　　　　　　　　　4．6％

文　末 所有格 38．0％　　　　　　　　　　　　　57．4％　　　　　　　　　　　4．6％

目的格 24．1％　　　　　　　　　　　　　　　66．7％　　　　　　　　　　　　9．2％

主　　格 36．9％　　　　　　　　　　　　　48．2％　　　　　　　　　　14．9％

文　中 所有格 38，5％　　　　　　　　　　　　　53．8％　　　　　　　　　　　7．7％

目的格 ！5．4％　　　　　　　　　　　　　77．6％　　　　　　　　　　　7。0％非制限挙

p　　法 主　　格 53．8％　　　　　　　　　　　　　35．9％　　　　　　　　　　！0．3％

文　末 所有格 53．8％　　　　　　　　　　　　　35．9％　　　　　　　　　　10．3％

目的格 46．2％　　　　　　　　　　　　　　44．6％　　　　　　　　　　　　9。2％

　制限的用法の場合、関係詞節の位置と関係代名詞の格の違いに関わらず、「関係詞節⇒先

行詞」パターンによる意味構築が優勢であることが表されている。つまり、関係代名詞の

格の違いにまで踏み込んで調べても、特定の意味構築パターンが優勢であることには変わ

りはないことになる。t検定によれば、文中に用いられた制限的用法の関係詞節構造の場

合、両者の意味構築のパターンには有意な差が観察されることから、「関係詞節⇒先行言耐

のパターンがかなり高い確率で学習者に共有されていることがわかる（関係代名詞が主格、

所有格、目的格の順に、渉＝10．60，雄＝38，ヵ＜0．01、’＝7，08，み鳳38，ヵ＜0．01、∫＝10．45，め

一38，ヵ＜0。OD。また文末の場合にも同様のことが言える（関係代名詞が主格、所有格、目

的格の順に、’＝3．95，0ゲ瓢38，ヵ＜0．Ol、オ＝2．46，0ゲ篇38，ヵ＜0．05、≠＝5．24，（ガ諏38，ヵ〈

αOl）。一方、非制限的用法では、文中で関係詞節が用いられた場合には、制限的用法と同

様のパターンによる意味構築、文末で用いられた場合には、「先行詞⇒関係詞節」のパター

ンによる意味構築がやや優勢である。

　話された英語に関する非制限的用法のこうした傾向は大津（2000）での指摘と合致する

が、意味構築パターンの差が有意なものであるかどうかをt検定により調べてみると、関係

代名詞の格により異なることがわかる。まず、文中で用いられた非制限的用法の関係詞節

4本実験のデータは、大津（2000）の実験2のデータに今回新たにユ9名分のデータを加えたものである。

意味構築パターンの「その他」とは英文の意味を聞き取ることができなかったことを表している。
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日本人学習者における英語の関係代名詞の格と関係詞節構造の意味構築パターン 5

構造において、目的格の関係代名詞をもつ構造では実際に2つの意味構築パターンの差が

有意であると観察された（主格、所有格、目的格の順に、≠薫！．20，げ茸38，ヵ＞0．05、オー1．51，

げ算38，ヵ＞0．05、’瓢7．72，み篇38，ヵ＜0．05）。また、文末で用いられた場合には、主格の関

係代名詞をもつ構造のみに有意性が観察された（主格、所有格、目的格の順に、オ＝2．50，ζガ

＝38，1う＜0．05、　オ＝＝1．94，0ゲ＝38，！）＞0．05、　’コ0．66，4／＝38，／）＞0．05）。

　以上により、非制限的関係詞節の場合、文中に用いられた目的格の関係代名詞をもつ関

係詞節構造では「関係詞節⇒先行詞」による意味構築パターン、文末に用いられた主格の

関係代名詞をもつ関係詞節構造では「先行詞⇒関係詞節」による意味構築パターンがそれ

ぞれ日本人学習者に高い確率で共有されていることが推察される。

3。考察

　2。1。において、書かれた英語の場合には、話された英語に比べて英語教育の場で教え

られる関係詞節構造の理解のパターンが定着していることを読み取ることができる。しか

し、文中で用いられる非制限的用法の関係詞節構造において意味構築パターンが共有され

ていないのは、日本語で意味構築を行うために、「先行詞⇒関係詞節」のような日本語表現

に馴染まない意味構築を避けることが英文の読解においても起こるからであると考えられ

る（大津（2000：39））。

　次に、2。2。で明らかになったことは、意味構築パターンが一様に不確定に見えた話さ

れた英語による非制限的用法の関係詞節構造においても、文中で用いられた目的格の関係

代名詞をもつ関係詞節構造と文末で用いられた主格の関係代名詞をもつ関係詞節構造では、

他の格の関係代名詞をもつ場合に比べて、2つの意味構築パターンの差が有意であるとい

うことである。

　文中で用いられた目的格の関係代名詞をもつ非制限的用法の場合も、他の格の関係代名

詞をもつ場合と同様に、「先行詞⇒関係詞節」パターンによる意味構築が日本語として馴染

まないために、被験者の大半はしぼしば（3）を聞いた場合、制限的用法と同様の意味構築を

行う傾向にあると言える。

　　（3）　a。Dorothy，　whom　the　police　were　looking　for，　was　found　to　be　dead．

　　　　b。My　pe捻pa1，　whom　I　have　been　writing　to　for　two　years，　is　coming　to

　　　　　　Japan鐙ext　month．

それでは、目的格の関係代名詞の場合だけ2つの意味構築パターンの差が有意なのはなぜ

であろうか。それには、日本語による意味構築の容易さに加えて、関係詞節そのものの同

定の容易さが働いていると言える。目的格の関係代名詞をもつ場合に、関係代名詞を挟ん

で、「名詞（句）＋名詞（句）」という不自然な連鎖を聞き取ることで関係詞節の始まりを察

知するために、制限的用法と同様の意味構築パターンが加速されるのではないかと考えら

れる。

　また、主格の関係代名詞をもつ文末に用いられた非制限的用法の関係詞節構造が、同じ

用法の他の格をもつ場合とは異なり、2つの意味構築パターンの差が有意であるのにも理

由があると考えられる。

　　（4）　a。Yesterday　I　met　your　brother，　who　told　me　your　mother　was　ilI．
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6 三三文化論究12

　　　　b。Mary　thanked　her　teacher，　who　had　been　very　helpful　to　her．

学習者は英文（4）を聞きながら、関係代名詞を挟んで「名詞（句）＋動詞（句）」という文の

基本単位となる連鎖があることを察知すると考えるのは自然であろう。それにより、（4）a

では“Yesterday　l　met　your　brother，　and　your　brother　told　me　your　mother　was　i1L”、

（4）bでは“Mary　thanked　her　teacher，　and　her　teacher　had　been　very　helpful　to　her．”の

ような2つの情報としての理解が他の格の関係代名詞が用いられた場合よりも円滑に行わ

れ、結果的に「先行詞⇒関係詞節」による意味構築パターンの共有が促進されると考えら

れる。

　このように、特に話された英語の場合、学習者において意味構築パターンが共有される

ためにはいくつかの要因が関係していると言える。文中で用いられた主格の関係代名詞を

もつ非制限的関係詞節構造が日本語の意味構築に馴染んだ「関係詞節⇒先行詞」のパター

ンの共有を許さないのは、関係代名詞を挟んだ「名詞（句）＋動詞（句）」の連鎖が逆の意

味構築パターンを同時にひき起こすためである。また、文末で用いられた目的格の関係代

名詞をもつ非制限的関係詞節構造が「先行詞⇒関係詞節」のパターンの定着を許さないの

は、「名詞（句）＋名詞（句）」という連鎖がひき起こす意味構築パターンとの衝突によると

考えられる。

尋。結語

　本稿では、大津（2000）での実験をさらに発展させ、意味構築パターンが一様に不確定

に見えた話された場合の非制限的用法の関係詞節構造の理解においても、関係代名詞の格

により意味構築パターンの定着の度合いに違いがあることを指摘した。

　また、話された英語の場合と同様に、書かれた英語の場合にも、文中で用いられた非制

限的用法の関係詞節構造では、日本語による意味構築の容易さが意味構築パターンの定着

に関係しているという新たな結果が導かれた。
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Append韮x

実験資料董

1－1

1－2

1－3

！－4

1－5

1－6

1－7

1－8

1－9

2－1

2－2

2－3

2－4

2－5

2－6

2－7

2－8

2－9

3－1

3－2

3－3

3－4

3－5

Every　girl　that　came　to　see　the　pepular　singer　was　a　teenager．

Half　of　the　people　who　were　invited　to　the　party　didn’t　turn　up．

The　only　thing　that　keeps　me　awake　is　coffee．

The　book　whose　name　1’ve　forgotten　was　borrowed　by　Mary．

The　meeting　whose　purpose　we　doR’t　understand　should　be　put　off．

The　girl　whose　beauty　has　taken　my　breath　away　before　is　watching　me　now．

All　the　paintings　that　he　cellected　are　Row　on　sale．

A町paper　that　you　read　will　give　you　the　same　story．

The　woman　whom　1　marry　will　have　a　good　sense　ef　humer．

Paintings　by　Renoir　realized　record　prices　in　the　sale　which　took　place　at

Sotheby’s　in　London　yesterday．

A　peaceful　world　cannot　be　built　on　a　basis　of　populations　that　eRj　oy　fighting

and　killing．

What’s　the　name　of　the　tall　man　who　just　came　in？

Chicago　is　a　city　whose　attractions　are　many．

Ke　looked　for　a　car　whose　engine　was　running．

1’ve　got　some　friends　whese　house　looks　over　a　river．

Yesterday　1　came　across　an　old　friend　whom　1　had　not　seen　for　years．

In　some　areas　of　Britain，　unemployment　is　a　fact　of　life　that　people　have　grown

accustomed　to　facing．

This　is　the　cutest　baby　that　1　have　ever　seen．

In　these　theaters　the　audience，　which　is　eften　seated　arena　style，　may　view

plays　that　representthe　new　movements　in　dramas．

Some　LondoR　policemen，　who　are　well　known　for　their　politeness　and　helpfu！－

ness，　were　sent　to　America　on　a　goodwill　visit．

Ms．　Rogers，　who　is　joining　the　firm　next　week，　is　calling　us．

Mrs．　Taylor，　whose　children　we　used　to　play　with，　passed　away．

Michel　Croz，　with　whose　help　Whymper　climbed　the　Matterhorn，　was　one　of

the　first　professional　guides．
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3-6
3-7

3-8

3-9
4-l
4-2
4-3
4-4
4-5

4-6
4-7
4-8
4-9
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The teddy-bear, whose eyes are missing, is thrown away into the river.

Foreign visiters find that English weather, which they ofteR asseciate with fog

and rain, is not so bad as they had supposed.

Except for his uncle, whom he Iived with for ten years, he had no intimate

friends.

Ms. Rogers, whom you met yesterday, has beeR learning French for twe years.

I sent the letter to Tom, who passed it on to Fred.

This is Nlr. Rogers, who is joining the firm next week.

In 1908 Ford developed his Model T car, which sold for $500.

I saw a house among the trees, whose roof shone in the sun.

I went to see my friends the Forrests, whose children I used to look after when

they were small.

Yesterday I saw Mary, whose hair came down to her waist.

This is Mr. Cash, whom you have heard much about.

She went to work with my brother, whom she later married.

I poured him a glass of wine, which he drank at once.

1-1
1-2
1-3
l-4
1-5
1-6
1-7
1-8
1-9

1 -IO

1 -ll

1 -12

l -l3

1 -14

1 -15

2-1
2-2
2-3
2-4

                          firimge"fi)geS} 2

The student who finishes the exam first does not always get the best grade.

The street which leads to the school is very narrow.

The man who can help us is Mr. Johnson.

The people whe live next door are having all-night parties.

People who take physical exercise live longer.

The book whose cover is torn is mine.

A woman whese husband is dead is called a widew.

Those students whose names have been called may begin their exams.

The investigation whose results will soon be pubiished was made by two
sclentlsts.

The book whese content we are goiRg to discuss is on the desk.

The car that the President was riding in was continually being stopped by the

crowds.

The man I was waiting for didn't tum up.

These photographs that you have beeR loeking at were taken by my sister.

The glass that you are drinking out ef hasn't been washed.

The bed which I sleep inis comfortable.

Old age is a problem that sheuld concern us all.

That is the very question that has long been in my mind.

The man had a dog which barked loudly at everybody.

Thousands of houses were destroyed by the fire that followed the earthquake.
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2-5
2-6
2-7
2-8
2-9
2 -10

2 -11

2 -12

2 -13

2 -14

2 -i5

3-1
3-2
3-3
3-4
3-5
3-6
3-7

3-8

3-9

3 -10

3 -11

3 -12

3 -i3

3 -l4

4-1
4-2
4-3
4-4

4-5
4-6
4-7
4-8
4-9
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New York is a place which attracts young peeple especially.

Basketbali is the only sport whose exact origin can safely be stated.

That's the man whose daughter John is going to rnarry.

That's the company whose einployees are paid the r[iost.

ffave you ever seen an aRimal whese fur changes color?

This ls a proverb whose meaning I cannet understand.

Yesterday I met Mr. Themas whorn I had not seen for several years.

I can assure you that David is a man whom you can trust absolutely.

Man has some gifts which no animals have.

Golf and tennis are sports yoti caR enjey until you are old.

On my way downtewn I came across an old friend I had not seen for years.

Dr. White, whe has too great expectations for his son, may be disappointed.

John, who knews the way, has offered to guide us.

The lark, which builds its nest on the ground, has a sweet voice.

My brother, who has Iived iR America for 30 years, can still speak French.

Dorothy, who does my hair, has meved to anether hairdresser's.

My son, whose major was mathercatics, is a high-school teacher.

Shakespeare, whose plays are world-famous, lived seffte four hundred years

ago.

The cook, whose cooking skills were learned in France, is expected to be very

good.

Sorne London policereen, whose politeness is well known, were sefltto Amer-

ica.

The TV program, whose content you might like, was chafiged.

The man, whom I was waiting for, had lost his way.

Dorothy, whom the police were leoking for, was found to be dead.

The cook, whom I have lost teuch with for years, is going to open a new

restaurant next week.

]Vly pen pal, whom I have been writing to for two years, is corniAg te Japan next

mcnth.

There were very few passengers, who escaped without serious iRjury.

Yesterday I met yeur brother, who told me your mother was ill.

I gave the message to your secretary, who was suppesed to pass it on to you.

He was not of the Ned Winter family, whe were very respectable people in

Ohio.

Mary thanked her teacher, who had been very heipful to her.

I passed through a town, whose streets were paved with stone.

Yesterday I met John, whose mother was seriously ill.

He lost his son, whese iflnocence he could not forget forever.

Yesterday I attended the meeting, whose merabers were limited to men.
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4 -10

4 -ll

4 -12

4 -l3

4 -14

Did you read Mary's report, which I left on your desk?

I sent a love letter to Mary, whom my brother kRew very well.

"e wrote her a long letter, which he didn't mail.

She is going to marry Dick, whom she does Rot love.

She married a very nice youfig architect, whom she met on a bus.
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